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● 「築地市場駅」都営大江戸線（A2出口）すぐ

● 「築地駅」東京メトロ日比谷線（1、2番出口）より徒歩約8分

● 「東銀座駅」東京メトロ日比谷線／都営浅草線（6番出口）より徒歩約8分

● 「汐留駅」都営大江戸線（新橋駅方面改札口）／

新交通ゆりかもめ（改札口）より徒歩約10分

● 「新橋駅」JR（汐留口）／東京メトロ銀座線（1、2番出口）／

都営浅草線（改札口）より徒歩約15分

アクセス

コンスタンチン・シェルバコフ Konstantin Scherbakov, Piano

ロシア中南部（シベリア）に位置するアルタイ地方の首府バルナ

ウルで1963年に生まれ、11歳でベートーヴェンの《ピアノ協奏

曲第1番》を演奏してデビューを果たした。まもなく、シェルバコ

フは、後に伝説的な存在となった音楽教師レフ・ナウモフに教え

を請うためにモスクワ・チャイコフスキー音楽院に移る。モントリ

オール、ボルツァーノ、ローマ、チューリッヒの有名国際コンクー

ルで入賞した後、旧ソ連のすべての主要オーケストラと共演を

果たし、100以上の都市でリサイタルを行った。

1983年にモスクワで行われた第1回ラフマニノフ・コンクール

で優勝したシェルバコフは、現代のラフマニノフとしてルツェル

ン音楽祭において批評家から賞賛を受ける。1990年には、イ

タリアの第20回アゾーロ室内楽フェスティバルで、シェルバコ

フの演奏を聴いたスヴャトスラフ・リヒテルが彼にお墨付きを与

えたという、ラフマニノフのピアノ独奏作品全曲リサイタルを4

回にわたって行い、これがシェルバコフの国際的なキャリアの

はじまりとなった。

1992年からシェルバコフはスイスに居を移し、リサイタル、世

界中のオーケストラ公演やツアー、ヨーロッパ全土放映、

放送公演、各地の音楽祭への出演など幅広く演奏活動をおこ

なっている。

驚異的な彼のレパートリは、50の協奏曲と50のリサイタル・プ

ログラムを誇り、録音はバッハからヨハン・シュトラウス2世、ス

クリャービンあるいは、ベートーヴェンからニコライ・メトネル、レ

スピーギなどの作品を取りあげている。現在は、マルコ・ポーロ

（ナクソスの姉妹レーベル）においてレオポルド・ゴドフスキーの

ピアノ曲全集に取り組んでいる。

ナクソスのリスト・ピアノ音楽シリーズでは、リストが編曲したベ

ートーヴェンの交響曲全曲の中で《第9交響曲》が2005年ドイ

ツ批評家賞を受賞した。同様に、ゴドフスキー作曲《ピアノソナ

タホ短調》の録音に対しても2001年にドイツ批評家賞が贈ら

れている。彼の演奏によるショスタコーヴィチの《24の前奏曲

とフーガ》でも、ナクソスはカンヌのクラシック・アワード2001を

受賞した。

チューリヒ大学の教授職にあり、ボルツァーノのブゾーニ、

ARDミュンヘン、およびワイマールのフランツ・リスト国際ピア

ノコンクールなど、国際ピアノコンクールで審査員を務める。


